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下北半島（津軽海峡側）における貝類の遺骸群集について

594（265．547）

華

石　山　尚珍＊

IsHIYAMA，Shochin（1981）　Sur　Ies　masses　des　coqu三11es　morts　a　Shi皿okita　p6ninsule（a

　　c6t6du　d6troit　de　Tsugaru），B％肱σ80」。S麗7∂．」ψ観，vol．32（8），p。449－457．

R6s麗職63Examinant　le　distribution　des　coquilles　dans　le　d6troit　de　Tsugaru，ils　existent

1，inHuence　du　courant　ch乱ud　de　Tsushima　qui　passe　le　d6troit　de　Tsugaru．

　　Qμant　aux　coqu三11es　habitant　au　bord　de　la　mer，a　mesure　qu，il　va　a　l，est　de　la

c6te，il　y　a　une　tendence　que　les　coquilles　des　caractさres　des　courants　chauds　augmentent

un　peu　a1εL　bois、

C，est一ムーdire，en1＆rge　du　cap　de　Shiriya－zaki，les　esp就es　des　coquilles　ayant　des　caract色res

des　courant　chαud，sont　plus　que　nombreux　en　c6te　en　face　par　Pacifique　aux　environs．

1．はじめに

　新生代の化石研究の一環として，東北目本の太平洋側

及び目本海側における現生種貝類の分布と，その生息環

境に関する調査を続行している．昭和49年度には青森県

水産試験揚の協力のもとに，水深20－400mの津軽海峡海

底における300点以上の採泥試料を得ることができた．

目下これらの試料から貝類と底質を選別分類中である

が，とりあえず下北半島沿岸の貝類遺骸群集についてま

とめ，既に調査をした亀田半島側のそれと比較検討して

みた．

2。調　査地

　下北半島の西から東へかけて第1図のごとく奥戸（1）

・大間崎（2）・くぐり石（3）・ちぢり浜（4）・木野部（5）・

馬子次郎（6）・吉野牛川（9）・尻屋海岸（10）・尻屋崎（11）

の9地点で貝類を採集した，その他，青木（1959）によ

る石持納屋（7）と，奈良・岩井（1960）による東通村入口

（8）のデータがあるので，これらを加えた11地点の遺骸

群集の調査研究を行った．

3．種　　類

　これら11地点で採集できた貝類は多板綱に属するもの

1科1種，腹足綱に属するもの19科42種，斧足綱に属す

るもの17科32種で，合計すると37科75種となった（第1

表参照）・

　ただし，東通村入口における採集データ（奈良・岩井，

1960）にはホンヒタチオビがあげられているが，これは

＊燃料部

筆者の長年にわたる各地の採集結果からみて関東南部以

外の海域では生息していないことから，外形のよく似た

オオヒタチオビをホンヒタチオビに見まちがえたものと

考えられる．

4．生息環境

　各採集地点の生息環境を推定するために，まず採集し

た貝を暖流系（310N以南から分布するもの），寒流系

（31QNを南限とし410N以北まで分布するもの），日本的

要素（31。N－41。Nの間だけに分布するもの）の3つの要

素に区分し，各採集地点ごとに，採集した各種の貝の分

布緯度を横にとりながら積み重ねて生態グラフを描き，

このグラフの面積の割合からさらに扇形グラフを作製し

てみた（第2図奥戸の場合を参照）．

　貝の分布緯度についてはチェックリスト（KURODAand

RABE，1952）を参考にしたが，ヒラスカシガイ（P；～0

～39，J：～40）のように40。Nまでの生息と記載されて

いても，木野部（5）で生貝が採集されたので，41。まで延

長させたものもある．

　なお奈良・岩井（1960）による採集貝類のうちで，サ

クラアオガイ（本州中部以南に生息）はコウダカアオガ

イの色がわりと考えられ，ヤスリメンガイ（本州中部以

南に生息）はチリボタンの，ウスユキミノ（房総以南に

生息）はフクレユキミノガイのまちがいと思われるの

で，グラフからは除外した．

　第2図に示した奥戸（1）と同じやり方によって大問崎

（2）～尻屋崎（11）の扇形グラフを描いたのが第3図で，

さらにこれらを採集地点へ落としたのが第1図である．

この図をみると，石持納屋（7）以外の地点においては寒
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第1図　採集位置図と扇形グラフ

熱帯

ノて

シ

海
峡

Y

｝

1
1
1

亜熱帯

種　　銚
子暖　　温
島帯子帯
l　　　　　I
l　　　　　l
I　　　　　I
I　　　　　l
l　　　　　　I

　　I　’

津　　宗
軽亜谷
海寒海
撃帯撃
I　　　　　I
I　　　　　I
I　　　　　I

寒帯

シラトリモドキ
リボタン

ヒメムシロ

ム　ガ
D（暖流系） イボニシ

タマキビ
サザエ

0。 10。 20。 　　　oI　　　301　　　　塾
　　　　巳
　　　　l

K（寒流系）

　oI
401

エゾタマを，ムシ

コウダカマ

D

N

K

N（日本的要素）4エゾチグサ

　　　　　40。

カギヨウラ

ヤマザンシコゾボガ
ユキノカサ

エゾアワビ

30。 40。 5げN
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第1表採集貝類一覧表

種 類

｝

＆
け

1

POLYPLACOPHORA　　多板綱
C「yptop臨cidae　　けむしひざらがい科

　∠46伽孟ho6h露oηd4」吻2（TAppARoNE－CANEFRI）

GASTROPODA　　腹足綱
Haliotidae　みみヵ珊・科

　ノ五zJぎo廊54露6z65hαn7zご語INO

Fissurellidae　すかしがい科

　Mαoh706h乞餓α4伽観αA。ADAMS

Patellidae　つたのはがv・科

　0θJJαnα6鉱605ηz毎（PILSBRY）

　σθllαηα」・7躍窺α（：REEVE）

Acmaeidae　ゆきのかさ科
　・46窺α6α加」醐α（GOULD）

　σolJ乞56JJα97α如（GOULD）

　瓦o≠oα6膨α60η6伽α（LISCHKE）

　葡’・α6膨α56h76襯（LISCHKE）

　ハηo渉oα6ηz6‘z50h76π雇gJo7ぎ05αEABE

Trochidae　　にしきうず科
　σαIJ♂05♂o勉αη2読漉7α伽（SOWERBY）

　αzlz孟hごz7堀z65αz〃づ6h70‘zプ85506π豆5（SCHRENCK）

　ルfoπ04bη如1α配o（LINN丘）

　編ono40π」αρ6ψ」6καPILSBRY

　乃4醐即7・吻襯5％ゐ1α6協（PILSBRY）

　狐69π」α1∫50hんθぎ（TAPPARoNE－CANEFRI）

　乃9鉱」α伽伽7∫6αψ6π渉6ガ（DUNKER）

　伽60π伽6・5渉α伽（KIENER）

　U励・η」襯解・観塗臓（LAMARCK）

Turbinidae　　りゅうてん科

　∠45癩6αゴψon吻（DUNKER）

ケハダヒザラガイ

エゾ（クロ）アワビ

ヒラスカシガイ

ベツコウガサ

ヨメガカサ

ユキノカサ

カモガイ

コウダカアオガイ

アオガイ

サクラアオガイ

ニシキエビス

エゾチグサ

イシダタミ

クビレクロズケガイ

エゾクボガイ

クボガイ

オオコシダカガンガラ

キサゴ

イボキサゴ

ヒラサザエ

分布緯度
P：太平洋側

J：日本海側

P；39～57　　　　J：35～57

P：～0～39　　　J；　　～40

P；～o～39　　　J；　　～42

P312～51　J；　～51

P335～42　」：32～46

P：23～41　J：～45

P：23～45　J：～45

p＝22～41　J：～40
p；33～35

P：35～49　　．　　J：　　～43

P；38～41　　J；40～41

p：～0～41　」；　～41

p：22～35　J；～41

　　　」；43～45
P；26～39　　J；　～42

P：31～35　　J：　～41

P；31～35　J；～37

p；25～42　J：～43

p；31～36　　」：　～41
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第1表　（つづき）

種 類

「

台
博

L6汐Jo地ア7α5ごzπgごz761z56（SGHRENCK）

乃殖o　oo7π初魏5SOLANDER．

Vemicu1＆riidae　　へびがい科

36ψ％Jo痂豆励7初勉5（DUNKER）

Littorinidae　　たまきび科

L魏o吻αα玩αηαDALL

五痂07∫ηαδ78∂∫6麗」ζz（PHILIPPI）

乃吻吻597α綴1碗5（GRAY）

Naticidae　たまがい科
PO卿6854ψ規α（R6DING）

Cassididae　とうかむり科

Ph読襯5渉7ゆ伽窺（GM肌IN）v乱r．

Tomidae　やっしろがv’科
7bηnα1膨・5」・窺α（KむSTER）

Muricidae　　あくきがい科
σ67αJo5渉oηzαゴψo漉6α6n漉7ηzonぎ5（SMITH）

0θ7伽吻窺α伽ηα吻（YOKOYAMA）

Po伊7ψαノ勿6伽あh妙56伽α（DUNKER）

P％ψ％7αみ70ηn∫DUNKER

P卿鋸7α6」痂9徽KOSTER

Pyren圭dae　たもとがい科

乃7θη6動76hα7伽（DUNKER）

砂76ηθ∂α吻η5（DUNKER）

Buccinidae　えぞばい科

濡卿n6α碗h7露吻（BERNARDI）

Nassariidae　むしろがい科
ハ石｛z∬α7勉5α‘ε厩46π♂σ如3（SMITH）

翫∬α吻5ノン伽76％」α（DUNKER）

Fasciolariidae　いとまきぼら科

ヤマザンショウ

サザエ

オオヘビガイ

クロタマキビ

タマキビ

アラレタマキビ

ツメタガイ

カズラガイ

ヤツシロガイ

オオウヨウラク

カギヨウラク

チヂミボラ

レイシ

イボニシ

コウダカマツムシ

ムギガイ

ヒメエゾボラ

ヒメムシロ

クロスジムシロ

分布緯度
　P：太平洋側

J：日本海側

p：38～42　　」：35～43

P：26～35　　J＝　～41

P：30～39　　　　J；　　～43

P＝43～　　　　　　」：39～56

P；26～42　　J：　～42

P：～0～41　J；　～43

P：～0～42　J：～45

P：～o～40　 J；　～40

p：～？0～39」＝　～43

P333～51？　J；　～41

P：34～55　　J；36～46

p；35～43

P：25～41　　J：　～41

P：25～41　J’3～41

P：31～51　　J：　～46

P；～0～41　」：～43

P；36～45　　J；40～46

p；28～43　　」：　～43

P；31～42　　J；　～44
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第1表　（っづき）

種 類

1
＆
ロ

i

　施5物5P6ψ16舘診77麗4η6％5（KURODA　et　HABE）

01iv沮ae　まくらがv・科

　0あ∂61」αブψoπぎ6αPILSBRY

Volutidae　　ひたちおび科

　画lgo7α吻ρ76∂05痂πα伽9ηαKuRoDA　et　HABE

Cance11＆riidae　ころもがい科

　0αnoθJlα吻ψ6πgJ6吻ηαDESHAYES

PELECYPODA　　釜足綱
Arcidae　ふねがい科

　∠置76αゐo％6α70弦JoussEAuME

Glycymeridae　たまきがい科
　0か砂膨7づ5ク65506顔5（SOWERBY）

Mytilidae　いがい科

　甜hψhα9α・麗吻（LISCHKE）

　ノ吻」ぬ56吻1∫5LINNE

　Sゆ卿痂9磁5（WIEGMANN）
　砲561」α噸幽KUR・DAetHABE

　嗣5θ伽π吻・n初OYAMA

Pinnidae　lまぼうきがい科

　肋伽ブ‘ψ0物α（REEVE）

Pectinidae　いたやがい科

　Ohlα剛5η吻oη6n5露KURODA

　Ohlα吻55ω卿（BERNARDI）

　P66娩勿n6∫初1α伽DUNKER

　P66伽郷506π5∫5JAY

Spondylidae　うみぎく科

　勘0吻伽6α励伽LAMARCK

　助on朔麗5徽6徽5LISCHKE

Limidae　　みのがい科

コナガニシ

ホタルガイ

オオヒタチオビ

コロモガイ

コペルトフネガイ

エゾタマキガィ

イシマテ

ムラサキイガイ

ムラサキインコ

エゾヒバリガイ

ヒバリガイ

タイラギ

アズマニシキ

エゾギンチャク

ハナイタヤ

ホタテガイ

ヤスリメンガイ

チリボタン

分布緯度
　P：太平洋側
　」；日本海側

J；31～42

P：31～39　J：～40

P：36～42　　J：　～42

P：～o～39　 J；　～40

P；30～43　J：～45

P334～44　　J：34？～46

P；26～35　　J；　～41

p：34～51　　」；　～46

p；14～42　　」：　～44

P；35～51　　J：　～47

P；25～41　　J：　～41

p：～0～36　 」＝　～36

p：31～42

p；38～51

p：31～42

p335～45

J：～42

J；35～51

J：～42

J336～46

p：～0～35

P：26～39　　J：　～40
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第1表　（つづき）

種 類

！

ホ
か

1

p70窺α痂6」伽ηz　hぎ7α56ぎ（PILSBRY）

Anomiidae　なみまがしわ科
ハ40n毎窺α6706hJs灘（DEsHAYEs）

Ostreidae　いたぽがき科

0卯hα6α9惣α5（THUNBERG）

Cardiidae　ざるがい科
0α74伽η2み％10ωづROLLE

Veneridae　　まるすだれ科
CαJl露’α678∂ゑ5ψhoηα如（CARPENTER）

σo噸h伽α∂6η87の7ηzお（LAMAR．CK）

Pψh勉∂67競05α（GOULD）

P70渉o孟hα6α吻吻π6α6鍋9鍾如（SowERBY）

SσxJ吻ηzz65Pzごηウz6ηz渉z65（SOWERBY）

Zψ6556痂伽鰯伽（REEVE）

Mactridae　ばかがい科
ハ4α6渉7α躍16α如7宛REEVE

S6h彪o孟hζz67郷ん66πα6KuRoDA　et　HABE

Asaphid翫e　　りゅうきゅうますお科

3αng痂olα吻o伽66α（JAY）

Tellinidae　　さらがv・科

ハ4α60ηzαクα漉α伽5乞5（CRossE　et　DEBEAux）

Solenidae　まてがい科

So伽goπ観CONARD

Myid我e　おおのがい科

めα加oη初JAY

Lyonsiidae　　さざなみがい科
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離田半島側合計
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亀田半島側と下北半島側の生態グラフ

流よりも暖流が優勢で，とくに尻屋崎には最も強く表わ

れている．これは津軽海峡をぬけた対馬暖流の一部が太

平洋沿岸ぞいに南下するために，尻屋崎方面へ暖流系の

貝類が密集してくることを示している．なお石持納屋

（7）で暖流が弱まっているのは，ここの海岸地形が南へ

湾曲しているので，暖流の流路から遠ざかったためと思

われる．また，凹んだ海底地形ぞいに潜入してきた寒流

が，石持納屋の海岸へ影響を及ぼしていることも考えら

れる．

5・亀田半島側

　亀田半島側における貝類の生息環境については石山

（1970）に報告されているが，その中から目浦（12），豊浦

（13），中浜（14），古武井（15），恵山（16），御崎（17），水

無（18）を抽出して，生息する貝類を扇形グラフで表わし

たのが第4図及び第1図である．

　これらの図をみると，亀田半島東端部の御崎（17）と水

無（18）では暖流の影響が強く，それより西方では寒流の

影響が大きくなる．なお中浜（14）と古武井（15）に寒流の

影響が比較的強くでているのは，下北半島側の石持納屋

（7）と同様な環境が考えられる．

6・下北半島側と亀田半島側との比較

　下北半島側の奥戸（1）～尻屋崎（11）で採集した貝類の

うちで分布緯度がわかっているもの75種と，同じく亀田

半島側の目浦（12）～水無（18）で採集した83種について生

態グラフを描いてみると，津軽海峡を通過する対馬暖流

の影響は，亀田半島側よりも下北半島側に顕著なことが

わかる（第5図参照）．
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